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愛媛県内民間企業の冬季ボーナス支給見込みアンケート結果のお知らせ 

～冬のボーナスは前年並みの水準～ 

 

 

 

 

株式会社 いよぎん地域経済研究センター（略称ＩＲＣ、社長 重松 栄治）では、こ

のたび別紙のとおり、愛媛県内民間企業の冬季ボーナス支給見込みアンケート結果を取

りまとめましたので、お知らせいたします。 
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冬のボーナスは前年並みの水準 

  

－2017 年冬季 県内民間企業ボーナス支給見込みアンケート結果－ 

 

日本経済は、世界経済の回復に伴う輸出の増加に加え、設備投資が持ち直すなど企業部門

主導の緩やかな回復が続き、実質ＧＤＰ成長率は７四半期連続でプラス成長を維持しました。

政治・地政学的リスクはくすぶっており、先行きの不透明感は残りますが、東京オリンピッ

クに向けた投資増加も期待されることから、今後も回復基調が続く見通しです。 

愛媛県経済は、生産活動や個人消費など一部で弱さがみられましたが、年間を通して持ち

直しの動きが続きました。企業の人手不足が続くなかで雇用・所得環境が改善し、緩やかな

回復基調が続くと期待されます。 

こうしたなか弊社では、今冬の県内民間企業のボーナス支給動向を把握するためアンケー

トを実施しました。この度、その結果がまとまりましたのでご報告します。 

 

 

調査要領 調査対象 愛媛県内に事業所を置く民間企業         775 社

 調査方法 郵送によるアンケート方式 

 調査時期 2017 年 10 月中旬～11 月上旬 

 回答状況 有効回答企業数                 351 社

  有効回答率                   45.3％

１． この冬の県内民間企業の従業員１人当たりボーナス支給見込み額は、前年を

0.3％下回る 42 万７千円となった。 

 

２． 県内民間企業の支給見込み総額は、１人当たり支給見込み額が前年比 0.3％減と

なったことに加え、支給対象人員が同 0.1％減となり、同 0.4％減の約 1,339 億

円となった。 

 

３. １人当たり支給見込み額の部門別の前年比増減率をみると、製造業は前年比 3.7％

増で２年ぶりに前年を上回ったが、非製造業は同 1.3％減と３年ぶりに前年を下回

った。 
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アンケート結果および経済センサスに基づき、県内民間企業の従業員１人当たりボーナス

支給見込み額（税込み、以下同じ）を推計した結果、前年比 0.3％減の 42 万７千円となっ

た。 

なお、全国の民間企業の従業員１人当たりボーナス支給予想額は、三菱ＵＦＪリサーチ＆

コンサルティングでは前年比 0.6％増の 37 万２千円、第一生命経済研究所では同 0.8％増の

37 万３千円、みずほ総合研究所では同 1.1％増の 37 万４千円となっている。 

 

年 2013 2014 2015 2016 2017

前年比 1.2 ▲ 0.4 1.7 0.0 ▲ 0.3

(単位：％)

　　　　　　（アンケート回答企業、修正後

図表－１　県内民間企業冬のボーナス従業員１人当たり支給見込み額前年比増減率の推移

▲ 2

0

2

4

2013 2014 2015 2016 2017

(％)

(年)

 

 

 

 

 

アンケート結果および毎月勤労統計調査等に基づき、県内民間企業のボーナス支給見込み

総額を推計すると、１人当たり支給見込み額が前年比 0.3％減となったことに加え、支給対

象人員が同 0.1％減となり、同 0.4％減の約 1,339 億円となった。 

 

年 2013 2014 2015 2016 2017

支給総額 1,226 1,205 1,277 1,344 1,339

前年比 2.2 ▲ 1.7 6.0 5.3 ▲ 0.4

（注）2017年は見込み。

図表－２．県内民間企業冬のボーナス支給総額の推移（推計）

　　　(単位：億円、％)
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１ 
県内民間企業従業員１人当たり支給見込み額 

～42 万７千円、前年比 0.3％減～ 

２ 
県内民間企業の支給見込み総額 

～約 1,339 億円、前年比 0.4％減～ 
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県内民間企業の従業員１人当たりボーナス支給見込み額（修正後）を部門別にみると、製

造業は前年比 3.7％増の 51 万４千円、非製造業は同 1.3％減の 41 万円となった。 

製造業は「機械・金属」（前年比 8.4％増）、「印刷」（同 5.6％増）など６業種が前年を上

回った一方、「その他製造」（同 2.5％減）など２業種が前年を下回った。 

非製造業は「運輸」（同 0.7％増）など２業種が前年を上回る一方、「建設」（同 14.2％減）

や「小売」（同 1.4％減）など３業種が前年を下回った。 

なお、支給月数は全業種平均で前年比 0.02 ヵ月増の 1.75 ヵ月となった。 

 

　　　　（従業員１人当たり支給見込み額の増減率）

増減

機械・金属 8.4 運輸 0.7

印刷 5.6 その他サービス 0.3

食料品 2.6

繊維 2.3

紙・パルプ 0.9

化学・石油 0.3

その他製造 ▲2.5 建設 ▲14.2

木材・木製品 ▲0.1 小売 ▲1.4

卸売 ▲0.9

（注）アンケート回答企業、業種別従業員１人当たり支給見込み額等の詳細は図表－6参照。

減少

増加

図表－３　業種別の増減率

製造業 非製造業

(単位：％)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 
部門別・業種別動向 

～製造業が増加した一方、非製造業は減少～ 
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１人当たりボーナス支給見込み額について、前年を上回る企業の増加要因は、「社員のモ

チベーションアップのため」が 51.9％と最も多く、次いで「雇用の維持・確保」（41.9％）、

「業績好調」（35.7％）となった。 

一方、前年割れとなる企業の減少要因は、「業績不調」が 48.9％と最も多く、次いで「従

業員の年齢構成の変化（若返り）」（27.7％）となった。 
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図表－４．１人当たり支給見込み額の増加要因

（主な要因を２つまで）

（n=129）
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図表－５．１人当たり支給見込み額の減少要因
（主な要因を２つまで）

（n=47）

 

 

 

 

 

以上のように、この冬の県内民間企業の従業員１人当たりボーナス支給見込み額は、前年

を 0.3％下回り、前年並みの水準となることが見込まれる。部門別にみると、製造業がプラ

スとなる一方、非製造業はマイナスとなり、明暗分かれる結果となった。県内経済は緩やか

な回復が続いているものの、今回の調査結果を見る限り、所得環境の改善は道半ばと言えそ

うだ。 

 

 

なお、最後になりましたが、本調査にあたり、数多くの企業の方々にご協力をいただきま

した。この場を借りて、お礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 
１人当たり支給見込み額の増加・減少要因 

～主な増加要因は社員のモチベーションアップ～ 

まとめ 

 

（株）いよぎん地域経済研究センター 

担 当：渡辺 勇記 

ＴＥＬ：（０８９）９３１－９７０５ 

（内線）８４３５ 
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増 減 率 平均

2016年冬 2017年夏 2017年冬 対2016年冬 2016年冬 2017年夏 2017年冬 年齢

食料品 517 478 531 2.6 1.80 1.65 1.82 37.1

繊維 299 319 306 2.3 1.32 1.41 1.34 43.0

木材・木製品 214 210 214 ▲ 0.1 0.96 0.93 0.94 42.8

紙・パルプ 599 599 605 0.9 2.11 2.08 2.11 39.2

印刷 264 280 279 5.6 0.96 1.03 1.02 42.0

化学・石油 760 749 762 0.3 3.10 3.06 3.08 36.7

機械・金属 523 641 567 8.4 1.78 2.14 1.91 39.0

その他製造 342 406 334 ▲ 2.5 1.41 1.67 1.46 41.0

　製造業計 496 522 514 3.7 1.95 2.02 1.99 38.5

建設 389 382 334 ▲ 14.2 1.34 1.31 1.15 44.6

卸売 478 470 474 ▲ 0.9 1.61 1.59 1.60 41.7

小売 419 422 414 ▲ 1.4 1.61 1.63 1.61 38.8

運輸 338 327 340 0.7 1.24 1.21 1.28 44.1

その他サービス 408 365 409 0.3 1.46 1.29 1.45 40.1

非製造業計 415 390 410 ▲ 1.3 1.46 1.38 1.45 41.2

429 412 427 ▲ 0.3 1.73 1.74 1.75 39.7

１人当たり支給額 支 給 月 数

　図表－６．２０１７年冬の業種別ボーナス支給見込み額等

（単位：千円、％、ヵ月、歳）

　　　３．2017年冬は見込み。

項目

製

造

業

非

製

造

業

　　　２．太字は従業員数の業種別構成実態に合わせて加重平均により修正を行った。

（注）１．１人当たり支給額は税込み支給額を平均した。

全  産  業

業種

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


